
 
 
平成22年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 

 
 
平成22年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 

修正の理由 
（連結） 
 繊維機械事業につきましては、中国市場における長繊維織物への設備投資は当面堅調に推移すると予想しております。
また、短繊維織物分野につきましても投資回復の動きが出てきております。一方、円高・ドル安・ユーロ安の中で価格競争
の激化、顧客からの値引き圧力は今後とも続くと予想されます。こうした状況に対し、受注・売上の確保に注力するととも
に、第3四半期以降の急激な生産増加への対応を進め、利益の確保を図ってまいる所存であります。 
 工作用機器事業につきましては、国内の工作機械業界の急激な回復は難しいものの、新興国の需要に牽引されながら、
回復の方向に向かいつつあります。しかしながら、台湾や韓国など新興国の製品が市場を拡大しており、価格競争が一段
と厳しくなっております。こうした状況に対し、新興国メーカーが追従できない高い精度と高生産性を実現する製品群の整
備、コストダウン・短納期対応を進めながら、受注の確保と収支改善を図って参りたいと存じます。 
 このような状況を踏まえ、通期の業績予想につきましては、売上高は32,500百万円と当初予想値を確保できる見込みで
ありますが、損益面については円高等に伴う繊維機械事業における採算の悪化により、当初予想値を下回る見込みであり
ます。このため、営業損失は1,000百万円、経常損失は1,000百万円、当期純損失は1,000百万円に下方修正しております。 
（個別） 
 業況については上記に記載の通りであります。 
 通期の業績予想につきましては、売上高は31,700百万円と当初予想値を確保できる見込みでありますが、損益面につい
ては当初予想値を下回る見込みであります。このため、営業損失は1,000百万円、経常損失は1,000百万円、当期純損失は
1,000百万円に下方修正しております。 
 
（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年7月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 32,500 △600 △600 △600 △9.38
今回発表予想(B) 32,500 △1,000 △1,000 △1,000 △15.64
増減額(B-A) 0 △400 △400 △400
増減率(%) 0.0 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成21年11月期）

13,384 △6,373 △6,474 △6,651 △104.04

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 31,700 △600 △600 △600 △9.38
今回発表予想(B) 31,700 △1,000 △1,000 △1,000 △15.64
増減額(B-A) 0 △400 △400 △400
増減率(%) 0.0 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成21年11月期）

12,639 △5,795 △5,866 △6,076 △95.04


